
国 指 定 史 跡

ナガレ山古墳

奈 良 県 北 葛 城 郡

河 合 町 教 育 委 員 会

   名　　称／国指定史跡ナガレ山古墳

　史跡指定／昭和 51 年 12 月 27 日

　所 在 地／奈良県北葛城郡河合町佐味田字別所下・ナガレ

　　　　　　　　（奈良県馬見丘陵公園内）
　指定面積／ 11,983.37㎡

　築造年代／５世紀初頭頃

　規　　模／ 墳丘全長 105m

　　　　　    後円部直径 64m、前方部幅 70m

　　　　　　      後円部高 8.5m、前方部高 6.2m

　　　　　　       墓域　南北約 140m　　東西約   80m

　埴　　輪／復元埴輪　675 本

                            　円筒埴輪  629 本　  FRP（強化プラスチック）      494 本

　　　　　　　      　朝顔形埴輪 46 本　   手作り　 　　        181 本 

　　　　　　　築造当初推定　  約 1,800 本

＜お問い合わせ＞
　河合町教育委員会事務局　生涯学習課文化財保存係
　〒 636-0053　奈良県北葛城郡河合町池部 1 － 2 － 13
　Tell  ０７４５－５７－２２７１・２２７２
　Fax   ０７４５－５７－１１６５
　e-mail   syohgaigakusyu@town.kawai.lg.jp
    URL     http://www.town.kawai.nara.jp

（ （

　史跡ナガレ山古墳の整備は、破壊された部分に土を入れ、

さらに遺構を保護するために墳丘全体に盛土を施しています。

　発掘調査で埴輪列を確認した墳丘裾と中段に埴輪列を復元

し、墳頂部と西側埴輪列は植栽で埴輪列を表現しました。

墳丘の復元→　

←埴輪の製作　

　葺石の復元には、発掘調査で確認し

た種類の石を用いています。主に二上

山麓の安山岩や花崗岩を使用しました。

　復元した埴輪列は、494 本が

FRP 製で、181 本は河合町民が

粘土を積み上げてつくったもの

です。途中で潰れたり、腰が痛

くなったりして、古墳時代の人々
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の技術の高さに驚きながらの苦心の作です。

＜交通のご案内＞
●近鉄田原本線

【池部駅】から

「馬見丘陵公園  

なごみの道」を

通って南へ徒歩

25 分。(2.2㎞）

● 近 鉄 大 阪 線

【 大 和 高 田 駅 】

から竹取公園東

行き奈良交通バ

ス利用、【竹取

公園東】下車、

北へ徒歩５分。

● 近 鉄 大 阪 線

【五位堂駅】か

ら馬見丘陵公園

行き奈良交通バ

ス利用、【馬見

丘陵公園】下車、

北へ徒歩２分。

●西名阪自動車道

【法隆寺インター

チ ェ ン ジ 】 よ り、

自動車で南へ約 15

分、【奈良県馬見丘

陵公園中央エリア

駐車場】から南へ

徒歩６分。
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（2008 年 8 月 1 日現在）



1,600 年前と後の古墳を体感
　ナガレ山古墳は、昭和 50 年から 51 年にかけて、土砂採取

により一部が破壊されたため、国指定史跡に指定され、保存

されてきました。昭和 63 年度から発掘調査を行い、整備工

事を進め、平成 8 年度に完成しました。

　整備は破壊されました部分の墳丘をつくり、東側には埴輪

を並べ、葺石を葺いて築造当初の姿に復元しました。西側は

芝生を張って整備し、1,600 年前と後の姿と同時に見ること

ができるようにしました。

国 指 定 史 跡  乙 女 山 古 墳

馬 見 丘 陵 公 園 館

河 合 町 文 化 財 展 示 室
（ 河 合 町 中 央 公 民 館 内 ）
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↑北上空から

　東側くびれ部の前方部寄

りに、2 列の埴輪列で区画さ

れた遺構があります。葬送

の時に墳丘を上る通路と考

えられます。北側埴輪列の

間隔が広くなっている部分

は、墳丘裾くびれ部への出

入り口と考えられます。

←通路遺構整備状況

　前方部墳頂には埋葬施設が

残っていました。箱形木棺を粘

土で覆った粘土槨です。棺内に

は副葬品は入れられていません

でしたが、被覆粘土内に多くの

鉄製品が埋め込まれていました。

棺内は赤く塗られ、特に赤い部

分は被葬者の頭の位置です。

　乙女山古墳は、大きな後円部に比べて前方部が極端に短く低

い帆立貝形古墳（帆立貝式前方後円墳）として有名な古墳です。

墳丘の全長は 130m で、後円部直径 103m、後円部高 14.7m、

前方部長 30m、前方部幅 52m、前方部高 3.5m を測ります。

　墳丘の周囲には周濠が巡り、その外側に外堤があります。ま

た、後円部西側に造り出しが付設され、家形埴輪等が配置され

←鉄製品

　前方部埋葬施設

　埋土内土製品↓

　ナガレ山古墳・乙女山古墳をはじめ河

合町内の遺跡から出土した遺物を展示し

ています。

　見学を希望される場合は、事前に河合

町教育委員会生涯学習課へ申し込んでく

ださい。

　古墳の基礎的な知識や馬見丘陵公

園の自然について学べる施設です。

　建物の外観は前方後円墳をイメー

ジして造られています。

　月曜日・年末年始休館、入館無料。

　詳しくは Tel 0745 － 56 － 3851

　　　　　Fax  0745 － 56 － 3855 

石製玉類　勾玉・管玉・臼玉・棗

石製模造品　刀子・斧・鉇・紡錘車

←埴輪　円筒埴輪・朝顔形埴輪・盾形埴輪

ていました。

　後円部墳頂の埋葬施

設は不明ですが、かつ

て水銀朱や粘土の塊が

出土したと伝えられて

おり、粘土槨であった

と思われます。

　ナガレ山古墳古墳よ

り少し後の５世紀前半

に造られたと考えられ

ます。

　 昭 和 31 年（1956）

11 月 7 日、国指定史跡。
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刀形・鋤先形・鎌形


